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   A clinical study of a new monocyclic  P-lactam antibiotic, AZTREONAM (hereafter 
referred to as AZT) for gonorrheal infections as well as epidemiologic study of gonorrheal 
infections were made 
   Epidemiology: 
   There was a reflection of the increasing sexual activity of the younger generateon; both 
male and female patients in their twenties were most frequent (male 49.5%, female 43.7%) 
and the percent of teen age patients was 15.1% (male) and 34.4% (female). 
   Forty two strains (17.2%) out of 244 clinically isolated gonococci were PPNG. 
   Residue of serous serection was observed in a little less than 20% suggesting a complica-
tion by Chlamydia trachomatis. 
   Clinical Result: 
   One shot  (1-2 g) therapy by AZT  was given to 244 gonorrheal infection cases (212 
urethritis cases of males. 32 cervicitis cases of females) with the following highly effective 
rate. 
   Although  /9-lactamase producing MIC  or AZT at  106 CFU/ml showed a peak of 0.025  leg/ 
ml and ranged between less than 0.0125  teg/m1 to 0.2  pg/ml. 
   The time required for the elimination of gonococci was studied by the administration of 
 1 g and 2 g AZT. Gonococci became extinct in  1-4 hours or  4-4.5 hours on  average. The 
difference betwee n 1 g and 2 g was scarcely observed. 
   Clinical effect of  1 g one shot and 2 g one shot AZT  was examined on the 3rd treatment 
day for 244 male and females cases. The effective rate was high; 90.7% by  1 g, 97.1% by 2 g 
for male urethritis, 100% by 1 g also by 2 g for female cervicitis. This therapeutic efficacy 
was kept even in PPNG, isolated cases. 
   There were two side effects (0.8%), one case each of numbness and, redness and swelling 
of both hands, out of 244 cases, but both of them were minor ones without clinical com-
plication. 
Key  words  : STD, Gonorrheal infections, Aztreonam, One shot therapy
は じ め に
最 近 のSTDの 流 行 傾 向 は 世 界 的 に 注 目さ れ て お
り,医 学 界 のみ な らず 一 般 ジ ャー ナ リズ ムに お い て さ
え も問題 視 され つ つ あ る.
本邦 の約2倍 の人 口2億2千 万 人 を もつ アaiJカに
おけ るSTDの 年 間 新 患 者 症 例 数 がChlamydia感
染 工,000～300万,淋菌 感染200万,尖 形Condyloma
(Veneralwarts)IOO万,陰部herpcs30～20万,梅
毒9万 とい う報 告 が で てい る.
そ の よ うな 世 界 的 な 流 れ に 呼 応 す る よ うに 本 邦 に お
いてもかなりなSTD罹 患率の増加が認められるよう





























対 象 と 方 法




























































































































ホ ス テ ス































































除 く と5日 以 内が60.6%,6～10日が26.9%,11～20
日が7.3%とな っ てい る.
4,分 泌 物 の性 状
男子 症 例 の尿 道 分 泌 物 は膿 性 の ものが98.1%でほ と
ん ど で あ るが,一 部に 漿 性 の もの が1.9%にみ られ た.
また,女 子 症 例 の 子宮 頸 管 分 泌 物 も膿 性 の ものが75
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Fig.2.潜伏 期 間 の 分布(日)
(%)304050
5.分 離菌 の細 菌 学 的検 討
分 離 淋 菌244株中 β一lactamase産性 菌 は42株で,
分 離 株 の17.2%にあ た る.そ れ を 分 離 症例 の 男女 別 で
ま とめ てみ る と,男 子 分離 株213株 中36株16.9%,女
子 分離 株31株中6株19.4%と な ・2ている.
前 述 のTable2の ご と く,女 子症 例31株中12株は
特 殊 浴 場 従 業 女 子 で そ れ か らの 分離 株 申3株25%が
β・lactamase産生株 で あ る.や は りprostituteの保
有 株 がPPNGで あ る可 能 性 が 高 い こ とがわ か る.
この 全 分 離 淋 菌 株244株 のAztreonarn,AMPC
Spcctinomycin,Ceftizoxime,Doxycyclineに対 す












































































































































AMPCの106CFu/mlで のMIcを 検 討 し てみ
ると,PPNGで は0.75μ9/mlから100μ9/ml以
上 ま で と 高 値 域 に 分 布 す る が,non-PPNGで は
0.025μg/ml～O.78μglmlと低 値 域 に 分布 し,当 然 の
こ とな が ら,β一lactamase産生 能 で 分 布 に 大 きな 差
が み られ てい る.
い っぽ う本 研 究 に 用 い たAztreonamの106CFU/
mlで のMICは β・1actamase産生 能 と まっ た く無
関 係に0.025μ9/m1をpeakに0・0125μ9/ml以下
～O.2Ptg/mlのか な り低 値 域 に 分 布 して い る・現 在20
%弱 に まで 迫 りつ つ あ るPPNG分 離 率 を 考 え る と
き,こ の よ うな β一lactamase産生 能に 無 関係 にMIC
が 低 くか つ 分 布 が狭 い薬 剤 は,臨 床 上意 義 あ る も の と
考 え る.
第3世 代 の セ フ ェ ム 系 薬 剤 で あ るCeftizoxime
のMICの 分布 も,や は り低 値 域 か つ,狭 い分 布 域
o.0125μg/ml以下 ～o.05μg/mlであ り,ま た β一
lactamase産生 能 と無 関 係 の 分布 を示 し て い る こ とは
注 目され る と ころ で あ る.
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Table3.Aztreonamの淋 菌 に 対 す る経 時 的 検 討





























































Tablc4.Aztreonamoneshot療法 の治 療 効 果(男 子 尿 道炎)
著 効 有 効 やや有効 無 効
判定日g ス ミ ァ〔初尿中自血球数} 漿性分泌物 醸性分泌物 淋 菌 合 計
















































































Fig.5.Aztreonamoneshot療法 臨 床 効 果 の 推 移(男 子淋 菌






































































































































































































Table5は3日目来 院症例 の7日 目所見を示した






染例を放置 しておけば そのま ま自覚のないままpar・
tnerを感染させる結果 とな り,隠れたる流行を作る
原因ともなってい るといって過言で ない.少なくと

































熊 本 ・ほ か:淋 菌 感 染 症 ・Aztreonam 2101
Table5・男 子 淋 菌 性 尿 道 炎 に 対 す るAztreonamに よる治 療 効 果



































































































































































無 効 無 効 無 効
やや有効
有 効 無 効
やや有効 無 効
2g有 効 無 効
19
無 効
































投与 より2g投 与のほうがやや成績が良 く,また 日
数を経過するにつれて,所見改善度が高くなることが
示されているといえよう.女子症例では β・1actamase
2102 泌 尿 紀 要3玉 巻ll号1985年
Table7.Aztreonamoneshot療法 の治 療 効 果(女 子 子 宮 頸 管炎)
著 効 有 効 やや有効 無 効
判定日g ス ミ ア〔初尿中白血球数〕 漿 性分泌物










































































Flg.8。Aztreonamoneshot療 法 の 臨 床 効 果(女 子 淋 菌 性 子 宮 頸 管 炎32例)







































は今日検討したAztreonamをは じめ,第3世 代 の
セフェム系抗生物質や,Spectinomycin,さらには,
弗素をもつキノリンカルボン酸系合成抗菌剤などがあ















































淋菌 感染症 とな らんで,STDの 双壁 といえる
Chlamydiatrachomatis}ま,すでに一般家庭婦人の
出産婦で欧米なみの5%前 後に検出され,しか もそれ








お わ り に
泌尿紀要31巻ll号1985年
淋 菌 性 感 染 症244例(男子 尿 道 炎2i2例,女子 子 宮 頸
管炎32例)に 対 し,Aztreonamoneshot(工～2g)
治 療 を試 み,か な り高 い 有 効 率 を 得 た こ とを報 告 し
た.
今 回 報 告 した成 績 を ま とめ て み る とつ ぎ の ご と くな
る.
1.症 例 よ り分離 した 淋 菌244株 中42株(17.2%)
がPPNGで あ った.
2.Aztrconamの淋 菌 に対 す る106CFU/mlで
のMICは β一lactamase産生 に 関 係 な く,0.025
μ9/mlにpeakを もち,o.0125μ91m1以下 か らo.2
pg/m】に 分布 し てい た.
3.Aztreonam19および29投 与 に よる淋 菌 の
消 失 時 間 を経 時 的 に 検 討 した ところ,1～8時 間,平
均4～4.5時 間 の間 に 消 失 をみ て お り,19と29の
間 に ほ とん ど差 は 認 め られ なか った.
4。Aztreonamlgoneshot,2goneshotに
よる臨床 効果 を 男 女244例に つ い て 検 討 したが,3日
所 見 で判 定す る と,PPNGで も治療 効 果 は変 らず 有
効 率 は 男子 尿 道 炎 で は1990.7%,2997.1%e,女
子 子 宮頸 管 炎 では1g,2gと も100%とな り,か な り
高 い 有効 率 とな った.
5.Aztreonamの副作用は244例中しびれ,両 手
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